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２－（２） マアジ・マイワシ新規加入量調査 

野澤 草太 

 

目的 

マアジの資源量はコホート解析によって推定し

ているが,この手法では最近年の資源量,特に当歳

魚の資源量を推定することは困難である.一方で,

マアジの資源量及び漁獲量に占める0・1歳魚の割

合は高く,当歳魚資源量の不確実性による資源管

理への影響は大きい.そこで中層トロール網を用

いてマアジ当歳魚を採集し,その分布パターンと

水温分布との関係から加入量を推定することで資

源量の推定精度を向上させることを目的とした調

査を行った． 

 マイワシは海洋環境の変動により資源量が大き

く増減することが知られている.資源は現在、増加

傾向にあるが,年によって加入量の増減が大きい

ことから,マイワシの産卵期である春季にニュー

ストンネット調査を実施することで稚仔魚の採集

を行い,資源動向との関係を解析することを目的

とした調査を行った. 

 

方法 

【マアジ】 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構（長崎庁

舎）,山口県水産研究センター,島根県水産技術セ

ンター及び鳥取県水産試験場で分担し,長崎県五

島周辺から鳥取県東部の海域において，2025 年 5

月 19 日～6 月 20 日の期間に累計 107 地点（山口

県,島根県は同じ地点を2回実施）で中層トロール

網（コッドエンド目合い：7mm）を用いた稚魚採集

を実施した（図1）． 

 このうち鳥取県水産試験場は,隠岐諸島周辺海

域の27地点を担当し，中層トロール網によるマア

ジ幼魚採集の他に,CTD による海洋観測（表層から

海底直上）,ダブルリングのノルパックネット（目

合0.1mm, 0.33mm）を用いたプランクトンの採集も

併せて行った. 

中層トロール網の曳網水深は,魚探反応や海洋

観測の結果を参考にしつつ、水深約 30m 程度にな

るようワープ長を調整し，曳網速度を3ノット（対

地速力），曳網時間を30分とした.採集したマアジ

は調査地点ごとに総重量を測定した後 100 個体を

無作為抽出し，尾叉長を測定した.また,調査地点

ごとに 100 個体の重量を総重量で割り戻すことで

地点ごとの採集個体数を推定した.採集尾数が 100

尾に満たない場合は、採集した全個体を測定した. 

【マイワシ】 

 マイワシのニューストンネット調査について,

マアジの中層トロール網調査の実施機関から山口

県水産研究センターを除いた3機関で分担し,2025

年3月10日～6月8日の期間に合計78地点でニュ

ーストンネット（目合い：0.45 mm）を用いた稚魚

採集を行った（図 2）.このうち鳥取県水産試験場

は,隠岐海峡及び赤碕沖における8地点を担当し,3

～4月の各月に1回ずつ調査を実施した. 

 

結果 

【マアジ】 

中層トロール網試験操業によるマアジ幼魚の１

曳網あたりの採集数（CPUE）と50m深水温の分布を

図 3 に示した．2025 年における鳥取県沖でのマア

ジ幼魚の採集尾数は前年比 187％,平年比 38%とな

り,前年から増加した.また,23 年間の調査の中で

は上から 11 番目の数値となり中位となった.調査

海域全体では島根,対馬海域を中心に採集が比較

的多くなった. 

マアジ幼魚の採集数と水温等を勘案して求めた

マアジ幼魚の加入量指標値（今年度加入したマア

ジ量予測の指標値）において,2025 年は 0.65 とな

り前年から減少した.（図 4）また,23年間の調査の

中では下から 8 番目の数値となりやや低い水準と

なった.近年の傾向としては,2017 年に高水準の指

標値を示した後,2018年に低下,以降は0.65～1.35

の範囲で増減を繰り返しながら概ね横ばいで推移

している. 

2016年～2023年にまき網漁業、定置網漁業で漁

獲されたマアジの耳石年齢査定結果を用いて,年

齢―体長キー（ALK）を作成した．続いて,ALKから

体長階級ごとの年齢別出現比率を用いて,0 歳魚,1

歳魚漁獲尾数を算出し,漁獲統数で割ることで,ま

き網1ヶ統あたりの漁獲尾数を求めた. 

6～12月の境港におけるまき網1ヶ統あたりの0

歳魚漁獲尾数（図5）は,前年から減少し,低水準と

なった.近年では,2019年,2024年において約10万

尾程度の漁獲尾数が見られるものの,2018 年以降,
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は低水準で推移している. 

1～12月境港におけるまき網1ヶ統あたりの1歳

魚漁獲尾数（図5）は前年から増加がしたが,0歳魚

漁獲尾数と同じく近年は低めで推移している. 

【マイワシ】 

ニューストンネット調査において,マイワシは

鳥取県の調査では合計で 1,383 尾が採集された.3

～4 月の合計採集尾数は前年から増加し,調査期間

中（2012年以降）において,上から4番目の結果と

なった。月別でみると3月～4月にかけて採集尾数

の増加がみられ,近年と同様の傾向となった.（図

6）.なお，採集されたマイワシ仔魚サンプルは，水

産研究・教育機構に送付し，耳石日齢解析などに供

されている． 
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図1 マアジ中層トロール網調査地点と担当機関 

 

 

図2 ニューストンネット調査地点と担当機関 
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図3 2025年の中層トロール網調査によるマアジ幼魚の分布図（水研機構作成）．円の大きさはマアジ採集量

の多寡,図中の数字は水深50mにおける等温線を示す 

 

 

図4 試験操業結果から求めた加入量指標値 
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図5 6～12月の境港におけるまき網1ヶ統あたりの0歳魚漁獲尾数と1～12月におけるまき網1ヶ統あたり

の1歳魚漁獲尾数の年変化 

 

 

 

 

 

 

図6 ニューストンネット調査地点における月別マイワシ採集数 


